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エネ研は、国⽴研究開発法⼈宇宙航空研究開発機構（JAXA）と令和２年４⽉に
「宇宙放射線の部品・材料への影響評価を中⼼とした宇宙機の⾼度化・信頼性向
上」を⽬的とした「研究連携・協⼒に関する覚書」を締結し、共同研究によって宇
宙機の耐放射線影響評価に取り組んできました。

本年３⽉に覚書の期限を迎えたことから、期間を更に２年間延⻑するため、５⽉
２４⽇にJAXA筑波宇宙センターで署名式を⾏い、覚書を更新しました。

今後は更に、⼈材交流、セミナー、ワークショップ等での連携を進め、我が国の
宇宙産業技術の振興と研究の発展に貢献してまいります。

JAXAとの「研究連携・協力に関する覚書」を更新しました

５⽉１７⽇、国⽴研究開発法⼈⽇本原⼦⼒研究開発機構 新型転換炉原型炉ふげ
ん及び⾼速増殖原型炉もんじゅの廃⽌措置⼯事の元請会社と⼯事の参⼊に関⼼のあ
る県内企業との情報交換会を開催しました。この情報交換会は、県内企業の廃⽌措
置⼯事の参⼊促進の⼀環として開催しており、１３回⽬となります。今回は３３社
が参加しました。

新型コロナの流⾏は落ち着いてきているものの、念のため密を避けるために「全
体説明会」は、４社〜５社を１組のグループに分け、原⼦⼒機構による廃⽌措置計
画の概要説明や元請会社からの⼯事概要、必要な技術案件等の説明を予め収録した
映像を時間差で視聴する形式としました。また、「個別⾯談」では、⼯事の元請会
社となる２社が県内企業１２社と⾯談し、参加企業は⾃社の技術⼒をアピールする
とともに、作業内容についての積極的な質疑応答が交わされました。
さらに、今回から控室をオープンスペースとし、全体説明会等の待合時間に関係

なく、参加企業と⾃由に交流をできる場を設け、⾃社のＰＲや各社との交流活動を
⽀援しました。

エネ研は、今後も参加企業の協⼒も得ながら
このような情報交換会等を開催し、県内企業の
廃⽌措置業務への参⼊をサポートしてまいります。

廃止措置工事に係る情報交換会を開催しました

控室兼交流室個別⾯談

エネ研野⽥所⻑（左）とJAXA佐野理事覚書への署名の様⼦



令和５年度の主な事業の御紹介

発電所等の廃⽌措置やメンテナンス業務への県内企業参⼊促進
原⼦⼒発電所関連の⼯事に県内企業がより⼀層参⼊できるよ

うに、電⼒事業者や⼯事全体を受注した会社等と協⼒して、県
内の企業向けに説明会・情報交換会を開催します。
地域産業の振興を⽬的とした新製品開発や販路開拓の⽀援
県内企業の新技術・新製品の開発に向け、その規模や段階に

応じた２種類の補助⾦制度を⽤意して、資⾦⾯を中⼼に応援し
ます。
また、各種⽀援機関などと連携し、嶺南地域の企業を対象と

して、事業アイデアや販売促進⽅法等を学ぶ機会を提供するた
め、県外で開催される展⽰会への参加を⽀援します。
さらに、新規事業、新商品の開発の課題解決に向けた⽅策に

ついて、オンライン形式で各分野の専⾨家からアドバイスを受
ける相談会を開催（７⽉上旬〜中旬予定）し、参加企業の新商
品の開発や販路開拓を⽀援してまいります。
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本号では、前号の「研究開発」に続き、「産業⽀援」及び「⼈材育成・交流」に
ついて御紹介いたします。
産業⽀援

⼈材育成・交流
国際原⼦⼒⼈材の育成
アジアをはじめとする各国の原⼦⼒安全と⼈材育成に貢献す

るため海外からの研修⽣の受⼊れなどを進めており、IAEAと連
携したANSN（アジア原⼦⼒安全ネットワーク）研修等を開催
する予定です。
また、アジア諸国の原⼦⼒関係技術者、⾏政官等を招いて原

⼦⼒プラント安全等に関する研修を実施します。これらの研修
を県内学⽣の⼈材育成にも活⽤できるようにします。
国内原⼦⼒⼈材の育成
県内企業の技術者及び学⽣等を対象とした研修や原⼦⼒現場

の保修技術に必要な技量の認定講習・試験を⾏い、原⼦⼒⼈材
の育成・原⼦⼒分野への参⼊促進を図ります。また、廃⽌措置
の理解促進に向けた研修を充実します。
さらに、⼤学院⽣を対象とした留学⽀援や県内の⾼校⽣等を

対象とした原⼦⼒グローバルスクールを開講し、国内⼈材の国
際化を⽬指します。

IAEAと連携したANSN
研修

原⼦⼒⼈材育成研修

廃⽌措置⼯事情報交換会

補助⾦を利⽤して
開発された商品

（地元敦賀で焙煎された珈琲⾖と蒸留
酒を活⽤したコーヒーリキュール）


